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吉
祥
と
は
、「
よ
い
き
ざ
し
。
め
で
た
い
し
る
し
」

（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
を
言
い
ま
す
。
吉
祥
文

様
は
、
中
国
の
神
仙
思
想
に
結
び
つ
い
て
中
国
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

め
で
た
い
と
言
わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
に

福
徳
を
招
く
縁
起
の
良
い
も
の
を
集
め
た
「
宝
尽

く
し
」
の
文
様
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
言
う
宝
尽

く
し
は
、
仏
教
で
吉
祥
と
さ
れ
る
八
種
類
の
法
具

や
荘
厳
具
（
し
ょ
う
ご
ん
ぐ
）
を
組
み
合
わ
せ
た

「
八
宝
（
は
っ
ぽ
う
）
」
。
金
・
銀
・
瑠
璃
（
る
り
）

な
ど
七
種
類
の
宝
物
を
集
め
た
「
七
宝
（
し
っ
ぽ

う
）
」
。
珊
瑚
（
さ
ん
ご
）
や
丁
字
（
ち
ょ
う
じ
）
、

八
宝
の
法
螺
（
ほ
ら
）
や
宝
輪
（
ほ
う
り
ん
）
な

ど
様
々
に
組
み
合
わ
せ
た
「
雑
宝
（
ざ
っ
ぽ
う
）
」

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
こ
れ
を
日
本
風
に
置
き

換
え
、
室
町
時
代
頃
か
ら
独
自
の
宝
尽
く
し
文
様

が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
宝
尽
く
し
の
文
様
は
地
域
や
時
代
に
よ

っ
て
物
や
組
み
合
わ
せ
が
異
な
り
ま
す
。
図
で
は
、

隠
れ
笠
・
隠
れ
蓑
（
み
の
）・
打
ち
出
の
小
槌
（
こ

づ
ち
）
・
宝
鑰
（
ほ
う
や
く
）
・
七
宝
・
宝
珠
（
ほ

う
じ
ゅ
）・
宝
巻
・
丁
字
・
分
銅
（
ふ
ん
ど
う
）
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
図
以
外
で
は
、
延
寿
の
象
徴

で
あ
る
熨
斗
（
の
し
）、
お
守
り
や
お
金
、
香
料
を

入
れ
る
巾
着
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
松
竹

梅
」
や
「
鶴
亀
」
な
ど
も
加
え
、
縁
起
の
良
い
文
様

を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
め
で
た
さ
を

強
調
し
て
い
ま
す
。

吉
祥
文
様
は
様
々
な
工
芸
品
に
取
り
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
特
に
江
戸
時
代
後
期
の
鏡
に
は
女
性

の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
相
応
し
い
吉
祥
文
様
に
、
家

紋
と
大
文
字
の
組
み
合
わ
せ
が
定
着
し
ま
し
た
。
大

文
字
も
「
福
寿
」「
高
砂
」「
蓬
莱
」
な
ど
の
縁
起
の

良
い
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
祥
文
様
は
祝
い
道
具
や
手
拭
い
な
ど
身
近
な

も
の
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で
も
、
模

様
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
縁
起
が
良
い
と
さ

隠れ笠 
被ると他人から姿
が見えなくなる。

宝珠 
望みのものを
出せる珠。

宝巻 
ありがたい 
お経の巻物。

丁字 
スパイスの
クローブの
こ と 。 薬
用・香料・
染料・丁子
油にもなっ
た。 

打ち出の小槌 
振ればほしい物が手
に入り、望みが叶うと
いう小槌。「討つ」に
も通じる。

宝鑰 
蔵を開ける鍵。

七宝 
円の円周を四分の
一ずつ重ねてい
る。円形は円満を
表している。 

隠れ蓑 
隠れ笠と同様。

分銅 
物の重さを量る重り。
金銀を分銅の形に鋳
て非常時に備えた。

れ
て
い
る
も
の
を
飾
っ
た

り
、
身
に
付
け
た
り
し
ま
す
。

今
も
昔
も
人
々
が
そ
の
め
で

た
い
模
様
に
願
い
を
込
め
る

の
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で

す
。

吉
祥
文
様
～
宝
尽
く
し
～

【柄鏡】

（参考『日本・中国の文様事典』）

き
っ
し
ょ
う
も
ん
よ
う

大文字 



★特別展「古代東海道駅伝展」 

 開催中～11月 24日(日) 

★小展示「道具たちの100 年」 

 12 月 3日(火)～3月 1日(日) 

★ほんわかイラスト年賀状講座 

 １２月７日(土) ①１０：３０～１２：００

②１３：３０～１５：００ 

※11月 23日(土)～電話申し込み開始 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし

 12月 14日(土) １４：００～ 

 会場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

 ※事前申込み不要。直接、会場へ。 

★大人のための門松作り講座 

12月２１日(土) ９：３０～１５：００ 

 ※現在申込み受付中 12月 14日(土)まで 

★冬休み体験館 

12月２１日(土)～１２月２８日(土) 

１月４日(土)、５日(日) 

※１２月２９日～１月３日は休館 

● もち焼き体験 

● お正月のおもちゃで遊ぼう 

（こま、ふくわらい、はねつき、すごろく など）

● こま回し大会 

● 木のおもちゃ絵付け体験 

（こま、ヨーヨー、はしごコロコロ、けん玉） 

● 缶バッジづくり 

● クイズラリー   

※詳しくは博物館HP、広報はままつなどで 

ご確認ください。 

★味噌作り体験 

12月 27日(金) １０：００～１２：００  

 ※12月 14日(土)～電話申し込み開始   

【博物館所蔵資料の紹介】 

印判手の焼きもの 

印判とは、手書き以外の方法で絵付けしたも

のを言います。印判の技法には、染料をスタン

プで捺（お）す方法、型紙を焼きものにあて、

ブラシで染料をこする型紙摺（す）り、あるい

は、染料を吹きかける吹き墨、銅板から紙に転

写した図柄をさらに焼きものの素地に転写する

銅版刷りがあります。 

明治にコバルト色の図柄の印判の焼きものが

美濃の窯で開発され、全国に広まりました。同

一規格の食器が大量生産され、安い雑器として

人々の生活に利用されました。 

印判で描かれる図柄は、古典や風俗、文明開

化や戦争などを主題にしたものがあります。印

判文様や図から当時の生活や文化を知ることが

できます。 

催し物のご案内 

浜松市博物館    開館時間：9 時～17 時    11・12 月の休館日：11/18、25～30、12/1、2、9、16、29～31

〒432-8018 静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22 番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275

Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/

いんばんて 


